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卓話 「米山月間に因んで」 米山奨学会　荻田委員長
 「職業奉仕月間に因んで」 職業奉仕　榎原委員長
Weekly No. 1512は田中（孝）委員長が担当しました。
Weekly No. 1513は村井副委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 石﨑会長

先週内容

次週 第1513回 例会予告　平成25年10月28日

卓話 「炉辺談話報告」 
   クラブ奉仕　清水委員長
 「阪神淡路大震災その後の地域活動」
   郷上会員
今週の歌 「村まつり」

第1512回例会　平成25年10月21日
本日は、ガバナー公式訪問日です。国際ロー
タリー第2660地区ガバナー 福家  宏 様、本日は
お忙しい中ようこそお出でいただきました。よ
ろしくお願い申し上げます。
先週は井上ガバナー補佐、簡ガバナー補佐エ
レクトをお迎えしてのクラブ協議会でした。ク
ラブ奉仕、社会奉仕、国際社会奉仕部門からの
質問に丁寧なご回答をいただきました。
10月は「職業奉仕および米山月間」になって
います。次回、次々回例会ではそれぞれ卓話が
予定されています。各委員長よろしくお願いし
ます。
さて、今年4月27日、2013-2014のための地区
協議会の会長部門にて、福家ガバナー（当時エ
レクト）から、会長全員へ「ガバナー月信への投
稿」の要請がありました。これはガバナー補佐
と各クラブ間の縦のつながりと、近隣クラブ間
の横のつながりを充実させるために、そして、
クラブ会員の皆様がガバナー月信を読む機会が
増すことを願われています。ガバナー補佐の
テーマは「IMの将来像」、クラブ会長のテーマは
「我がクラブの目指すところ」になっています。
すでに、ガバナー月信10月号から、IM第1組か
ら掲載されています。私の投稿は11月号に掲載
されると思います。これを契機にガバナー月信
を読み親しんでいただくようお願いします。

幹事報告 井伊幹事

◦地区より「地区災害支援金基金」への協力の
お礼状が届いております。
◦米山梅吉記念館より募金のお礼状が届いて
おります。
◦９月30日開催の理事会報告
⑴12月プログラムについて承認されました。
⑵年次総会までの日程について報告しました。

職業奉仕月間・米山月間

福家ガバナーとの懇談会

私は2013年1月13日(日) ～ 18日(金)、米国
カリフォルニア州サン・ディエゴにて開催さ
れた、国際協議会2013に参加して参りました。
地区ガバナーに就任するには、昨秋東京で2度
開催されたGETS（ガバナー・エレクト研修セ
ミナー）を含め、この国際協議会への参加が義
務付けられています。国際協議会のために設
定された研修の全てに出席しないと、地区ガ
バナーには就任出来ません。無論私も日本か
ら出席した34地区のGEと共に、全てのプログ
ラムを消化して帰国致しました。厳しいスケ
ジュールではありましたが、日本の他地区の
GEの皆様と親睦を深め、他国の人々と色々な
形で交流出来たことは楽しいことでありまし
た。
今年度の国際ロータリー会長はロン・D・
バートン氏です。1979年以来、米国オクラホ
マ州ノーマンRCの会員であり、職業は弁護士
です。これまでに、地区ガバナー、恒久基金米
国アドバイザー、ロータリー財団地域コーディ
ネーター、インターナショナル・ポリオ・プ
ラス委員会委員、ロータリー財団管理委員な
どを歴任され、2008-09年度は財団管理委員
会副委員長、また、未来の夢委員会委員および
副委員長も務めておられます。先ずは此の度
の国際協議会開会本会議におけるロン・バー
トンRI会長による開会講演の内容をお伝え致
します。
【ポリオ撲滅】1986年以来開始された「地球上
からポリオを撲滅する」ためのポリオ・プラス・
プログラムは、当時から実現は容易でないこ
とは分かっていましたが、2005年には成功さ
せるという目標が立てられました。残念なが
ら2013年を迎えた今、まだポリオの撲滅は成
功していません。しかしポリオが次第に終結
へと近づいていることは、明らかです。目標達
成までもう少しです。
【FVP：Future Vision Plan 未来の夢計画】「未
来の夢計画」は、ロータリー財団の新たな時代
の幕開けです。ロータリーの素晴らしさをす
べて取り入れた未来の夢は、さらに大きく、持
続可能な国際プロジェクトを促すと同時に、
地域社会のニーズに応える地元プロジェクト
での柔軟性を高めることによって、ロータリー

を新しい次元へと昇華させるものです。
【会員維持増強】会員増強は他人任せでは無く
て、私の責務であり、皆さん自身の責務であり、
ロータリアン全員の責務です。勧誘が成功し、
入会をOKしてもらい、その人が会員となった
時、皆さんの仕事はそこから始まります。新会
員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担い、
ロータリーで満足感を得られるようにしなけ
ればなりません。ロータリーに入会した新会
員全員を維持できれば、会員増強など問題に
ならないはずです。毎年、ロータリーには、お
よそ12万人という大勢の人が入会します。し
かし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会しています。
15年以上にわたり会員数が約120万人にとど
まり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。今や本腰を入れなければならない
時が来ています。
【多様性】1987年、ロータリーは女性に入会の
門戸を開きました。それは、ロータリーにとっ
て記念すべき日でした。しかし、女性会員の数
が順調に増えているわけではありません。こ
れは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のロー
ターアクター、インターアクター、ライラリア
ン、青少年交換学生、財団奨学生、GSEチーム
メンバーに、明日のロータリアンになっても
らえるよう努める必要があります。ロータリー
が生き残るには、時代の変化とともに自分た
ちも変わる努力をしなければなりません。例
会時間や例会場を変えたり、クラブの形態を
見直すなど、柔軟に適応する努力をすること
です。

【今年度RIテーマと地区方針】
Engage Rotary  Change Lives

「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」
ロータリーやロータリー財団のプログラムに
真剣に取り組めば、多くの人々を豊かにする
ことが出来ます。そしてそれよりも大切なこ
とは、もっと豊かになるのは、皆さん自身の人
生だということです。これはアーサー・シェ
ルドンのOne profits most who serves best 「最
も良く奉仕する者、最も多く報われる」という

⑶クリスマス家族会について開催場所は
USJに決定。
⑷新入会員の佐藤さんの所属委員会につい
て親睦活動委員会とする。
⑸その他
㋑ナコンパノムRCへの送金について承認
されました。
㋺国際奉仕に対する寄付金のルールにつ
いて今後検討する。
㋩IMホストクラブ・ガバナー補佐エレク
トの選考について、石﨑会長、田中（慶）
会長エレクトに一任する。
㋥新入会員の見学について、会長・幹事
へ1週間前位には連絡する事。

標語から発した考えです。

『今年度地区方針』
私は今年度RIテーマを尊重しつつ、「ロータリ
アンが奉仕を実践した時にはロータリアン自
身の人生が豊かになる」というバートン氏の
メッセージを受ける形で、今年度当地区の方
針を決定致しました。
それは「感動の体験を!! 人々にも、自身にも」
　であります。
私は1人でも多くのロータリアンにRIやロータ
リー財団プログラムに参加をして頂きたい。
立案した計画が困難を伴っても是非とも、勇
気をもって敢行して頂きたい。これが私の思
いであります。“Participate”これは、日本人初
のRI会長を務められた東ヶ崎潔氏のRIのテー
マです。私はこの言葉を心に刻み、この言葉を
拝借して、地区方針に盛り込みたいと考えま
した。「参加し、敢行しよう!!」であります。ど
うかよろしくお願い申し上げます。
さて地区としては何にポイントを置いて活動
を進めて行くのか？これは５つあります。RI
戦略計画の3つの重点項目のうち、
「クラブのサポートと強化」に関わるものとして
　①会員の維持と増強です　
会員の維持のためには入会後年数の浅い会員に
出来る限りRIやロータリー財団のプログラムに
参加するように工夫をして頂きたいのです
「人道奉仕の重点化と増加」に関わるものとして
　②ポリオ撲滅への努力　
　③FVPによるプロジェクトの成功
　④東日本震災復興支援
「公共イメージと認知度の向上」に関わるものとして
　⑤広報活動です
この５項目に重点を置いて活動して頂きたい
と、強く念願しております。
【寄付のお願い】目標額　①年次基金150ドル
②ポリオ・プラス50ドル　③米山記念奨学会
3万円　④東日本震災復興支援1クラブ当たり
5万円以上
【地区大会】2014年2月21日(金) ～ 22日(土)　
大阪国際会議場、リーガ・ロイヤル・ホテル
　　　　　　記念講演「桜井よしこ氏」
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出席報告
●会　員　数 48名 ●来　　　客 2名
●出席会員数 40名 ●本日の出席率 95.24％
●9月2日の出席率（メーキャップを含む） 100％

澤井委員長

◦地区より「地区災害支援金基金」への協力の
お礼状が届いております。
◦米山梅吉記念館より募金のお礼状が届いて
おります。
◦９月30日開催の理事会報告
⑴12月プログラムについて承認されました。
⑵年次総会までの日程について報告しました。

誕生御祝－１０月

～タイ・ナコンパノム地区の小学校に
「冷却装置付浄水器を設置するプロジェクト」の

派遣団員募集～

山岡副委員長ロータリー財団委員会
本日、仲辻会員より、特別寄付を頂きました。
ご協力ありがとうございました。

荻田委員長米山記念奨学会委員会
本日、仲辻会員、橋本（徹）会員、荻田会員より、
特別寄付を頂きました。10月は米山月間です。
当クラブの目標は3万円です。皆様ご協力をよ
ろしくお願いします。

長屋委員長国際奉仕委員会

吹田西RCでは、2012-2013年度において、タ
イ・ナコンパノムRCと協同で、同地区の小学校
に冷却装置付浄水器の設置プロジェクトを申請
し、承認を受けました。2013-2014年度は、こ
のプロジェクトを実施することになります。
つきましては、下記要項にて、当プロジェクト
に参加いただけるメンバーを募集致しますので、
ご参加いただける方は、別紙名簿に○をご記入
ください。

記
１．派遣先　タイ国ナコンパノム地区
２．派遣期間（①、②いずれか）
①平成26年2月8日～2月12日
②平成26年2月8日～2月15日
３．詳細
出発便、宿泊施設費用は、派遣団員確定後、派
遣団で決めて頂くことになります。

以上

結婚御祝－１０月
 昭和 35 年 10 月 12 日 水間会員ご夫妻
 昭和 46 年 10 月 19 日 小林会員ご夫妻
 昭和 37 年 10 月 27 日 鈴木会員ご夫妻
 平成 5 年 10 月 30 日 紙谷会員ご夫妻
         以上4組

私は2013年1月13日(日) ～ 18日(金)、米国
カリフォルニア州サン・ディエゴにて開催さ
れた、国際協議会2013に参加して参りました。
地区ガバナーに就任するには、昨秋東京で2度
開催されたGETS（ガバナー・エレクト研修セ
ミナー）を含め、この国際協議会への参加が義
務付けられています。国際協議会のために設
定された研修の全てに出席しないと、地区ガ
バナーには就任出来ません。無論私も日本か
ら出席した34地区のGEと共に、全てのプログ
ラムを消化して帰国致しました。厳しいスケ
ジュールではありましたが、日本の他地区の
GEの皆様と親睦を深め、他国の人々と色々な
形で交流出来たことは楽しいことでありまし
た。
今年度の国際ロータリー会長はロン・D・
バートン氏です。1979年以来、米国オクラホ
マ州ノーマンRCの会員であり、職業は弁護士
です。これまでに、地区ガバナー、恒久基金米
国アドバイザー、ロータリー財団地域コーディ
ネーター、インターナショナル・ポリオ・プ
ラス委員会委員、ロータリー財団管理委員な
どを歴任され、2008-09年度は財団管理委員
会副委員長、また、未来の夢委員会委員および
副委員長も務めておられます。先ずは此の度
の国際協議会開会本会議におけるロン・バー
トンRI会長による開会講演の内容をお伝え致
します。
【ポリオ撲滅】1986年以来開始された「地球上
からポリオを撲滅する」ためのポリオ・プラス・
プログラムは、当時から実現は容易でないこ
とは分かっていましたが、2005年には成功さ
せるという目標が立てられました。残念なが
ら2013年を迎えた今、まだポリオの撲滅は成
功していません。しかしポリオが次第に終結
へと近づいていることは、明らかです。目標達
成までもう少しです。
【FVP：Future Vision Plan 未来の夢計画】「未
来の夢計画」は、ロータリー財団の新たな時代
の幕開けです。ロータリーの素晴らしさをす
べて取り入れた未来の夢は、さらに大きく、持
続可能な国際プロジェクトを促すと同時に、
地域社会のニーズに応える地元プロジェクト
での柔軟性を高めることによって、ロータリー

ゲ　ス　ト 堀委員

 RI第2660地区ガバナー 福家 　宏 様
 大阪北梅田ロータリークラブ 寺岡 龍彦 様

を新しい次元へと昇華させるものです。
【会員維持増強】会員増強は他人任せでは無く
て、私の責務であり、皆さん自身の責務であり、
ロータリアン全員の責務です。勧誘が成功し、
入会をOKしてもらい、その人が会員となった
時、皆さんの仕事はそこから始まります。新会
員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担い、
ロータリーで満足感を得られるようにしなけ
ればなりません。ロータリーに入会した新会
員全員を維持できれば、会員増強など問題に
ならないはずです。毎年、ロータリーには、お
よそ12万人という大勢の人が入会します。し
かし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会しています。
15年以上にわたり会員数が約120万人にとど
まり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。今や本腰を入れなければならない
時が来ています。
【多様性】1987年、ロータリーは女性に入会の
門戸を開きました。それは、ロータリーにとっ
て記念すべき日でした。しかし、女性会員の数
が順調に増えているわけではありません。こ
れは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のロー
ターアクター、インターアクター、ライラリア
ン、青少年交換学生、財団奨学生、GSEチーム
メンバーに、明日のロータリアンになっても
らえるよう努める必要があります。ロータリー
が生き残るには、時代の変化とともに自分た
ちも変わる努力をしなければなりません。例
会時間や例会場を変えたり、クラブの形態を
見直すなど、柔軟に適応する努力をすること
です。

【今年度RIテーマと地区方針】
Engage Rotary  Change Lives

「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」
ロータリーやロータリー財団のプログラムに
真剣に取り組めば、多くの人々を豊かにする
ことが出来ます。そしてそれよりも大切なこ
とは、もっと豊かになるのは、皆さん自身の人
生だということです。これはアーサー・シェ
ルドンのOne profits most who serves best 「最
も良く奉仕する者、最も多く報われる」という

第25回第2660地区ガバナー杯争奪
軟式野球大会  結果報告

第2戦　10月6日㈰　サントリー球場
　　　　対大阪城北RC戦

清水会員野球同好会

　９人ギリギリで臨んだ試合、初先発の
紙谷会員が無難な立ち上がりで進んだ２
回裏の攻撃中、いつも練習等お手伝い頂き、
当日も助っ人で来て頂いた紙谷会員の友
人が果敢に本塁へ滑り込んだ所、右足首
を骨折してしまい救急車で運ばれる事態
になってしまいました。付き添いも必要
であったため試合続行不可能となり、棄
権０対７の不戦敗となりました。お怪我
の早期回復を祈るばかりです。
次戦からは決して無理をしないよう心掛
けて臨みたいと思います。

第3戦予定
日時：10月20日㈰　箕面サントリー球場
　　　対大阪うつぼRC
　　　第3試合　PM12:40 試合開始

 チーム名 一 二 三 四 五 六 七 計 
 大阪城北 1 0      7
 吹田西 1 1      0

第２戦結果

2回裏攻撃中、負傷者が出たため棄権

⑶クリスマス家族会について開催場所は
USJに決定。
⑷新入会員の佐藤さんの所属委員会につい
て親睦活動委員会とする。
⑸その他
㋑ナコンパノムRCへの送金について承認
されました。
㋺国際奉仕に対する寄付金のルールにつ
いて今後検討する。
㋩IMホストクラブ・ガバナー補佐エレク
トの選考について、石﨑会長、田中（慶）
会長エレクトに一任する。
㋥新入会員の見学について、会長・幹事
へ1週間前位には連絡する事。

標語から発した考えです。

『今年度地区方針』
私は今年度RIテーマを尊重しつつ、「ロータリ
アンが奉仕を実践した時にはロータリアン自
身の人生が豊かになる」というバートン氏の
メッセージを受ける形で、今年度当地区の方
針を決定致しました。
それは「感動の体験を!! 人々にも、自身にも」
　であります。
私は1人でも多くのロータリアンにRIやロータ
リー財団プログラムに参加をして頂きたい。
立案した計画が困難を伴っても是非とも、勇
気をもって敢行して頂きたい。これが私の思
いであります。“Participate”これは、日本人初
のRI会長を務められた東ヶ崎潔氏のRIのテー
マです。私はこの言葉を心に刻み、この言葉を
拝借して、地区方針に盛り込みたいと考えま
した。「参加し、敢行しよう!!」であります。ど
うかよろしくお願い申し上げます。
さて地区としては何にポイントを置いて活動
を進めて行くのか？これは５つあります。RI
戦略計画の3つの重点項目のうち、
「クラブのサポートと強化」に関わるものとして
　①会員の維持と増強です　
会員の維持のためには入会後年数の浅い会員に
出来る限りRIやロータリー財団のプログラムに
参加するように工夫をして頂きたいのです
「人道奉仕の重点化と増加」に関わるものとして
　②ポリオ撲滅への努力　
　③FVPによるプロジェクトの成功
　④東日本震災復興支援
「公共イメージと認知度の向上」に関わるものとして
　⑤広報活動です
この５項目に重点を置いて活動して頂きたい
と、強く念願しております。
【寄付のお願い】目標額　①年次基金150ドル
②ポリオ・プラス50ドル　③米山記念奨学会
3万円　④東日本震災復興支援1クラブ当たり
5万円以上
【地区大会】2014年2月21日(金) ～ 22日(土)　
大阪国際会議場、リーガ・ロイヤル・ホテル
　　　　　　記念講演「桜井よしこ氏」
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◆鈴木会員
宮川会員の東洋医療で家内の難病がな
おりつつあります。感謝。
◆石﨑会長
福家  宏 ガバナーをお迎えして！
◆梶山会員
福家ガバナー訪問を歓迎して。
◆𠮷田会員
田中孝男会員、ありがとうございまし
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◆井伊会員
福家ガバナー公式訪問ご苦労様です。よ
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◆荻田会員
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──────────────────
 本日のニコニコ箱 67,000円
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──────────────────
◎橋本（徹）SAA
今月は12星座別の席です。
12星座 運勢ランキング
１位　うお座
２位　かに座
３位　さそり座
12位　みずがめ座

ニコニコ箱 橋本（徹）SAA 卓　　話卓　　話

私は2013年1月13日(日) ～ 18日(金)、米国
カリフォルニア州サン・ディエゴにて開催さ
れた、国際協議会2013に参加して参りました。
地区ガバナーに就任するには、昨秋東京で2度
開催されたGETS（ガバナー・エレクト研修セ
ミナー）を含め、この国際協議会への参加が義
務付けられています。国際協議会のために設
定された研修の全てに出席しないと、地区ガ
バナーには就任出来ません。無論私も日本か
ら出席した34地区のGEと共に、全てのプログ
ラムを消化して帰国致しました。厳しいスケ
ジュールではありましたが、日本の他地区の
GEの皆様と親睦を深め、他国の人々と色々な
形で交流出来たことは楽しいことでありまし
た。
今年度の国際ロータリー会長はロン・D・
バートン氏です。1979年以来、米国オクラホ
マ州ノーマンRCの会員であり、職業は弁護士
です。これまでに、地区ガバナー、恒久基金米
国アドバイザー、ロータリー財団地域コーディ
ネーター、インターナショナル・ポリオ・プ
ラス委員会委員、ロータリー財団管理委員な
どを歴任され、2008-09年度は財団管理委員
会副委員長、また、未来の夢委員会委員および
副委員長も務めておられます。先ずは此の度
の国際協議会開会本会議におけるロン・バー
トンRI会長による開会講演の内容をお伝え致
します。
【ポリオ撲滅】1986年以来開始された「地球上
からポリオを撲滅する」ためのポリオ・プラス・
プログラムは、当時から実現は容易でないこ
とは分かっていましたが、2005年には成功さ
せるという目標が立てられました。残念なが
ら2013年を迎えた今、まだポリオの撲滅は成
功していません。しかしポリオが次第に終結
へと近づいていることは、明らかです。目標達
成までもう少しです。
【FVP：Future Vision Plan 未来の夢計画】「未
来の夢計画」は、ロータリー財団の新たな時代
の幕開けです。ロータリーの素晴らしさをす
べて取り入れた未来の夢は、さらに大きく、持
続可能な国際プロジェクトを促すと同時に、
地域社会のニーズに応える地元プロジェクト
での柔軟性を高めることによって、ロータリー

RI第2660地区ガバナー　福家　宏 様
「ガバナー公式訪問」

を新しい次元へと昇華させるものです。
【会員維持増強】会員増強は他人任せでは無く
て、私の責務であり、皆さん自身の責務であり、
ロータリアン全員の責務です。勧誘が成功し、
入会をOKしてもらい、その人が会員となった
時、皆さんの仕事はそこから始まります。新会
員を指導し、彼らがクラブで重要な役割を担い、
ロータリーで満足感を得られるようにしなけ
ればなりません。ロータリーに入会した新会
員全員を維持できれば、会員増強など問題に
ならないはずです。毎年、ロータリーには、お
よそ12万人という大勢の人が入会します。し
かし毎年、ほぼ同じ数の会員が退会しています。
15年以上にわたり会員数が約120万人にとど
まり、会員数が横ばいとなっているのは、この
ためです。今や本腰を入れなければならない
時が来ています。
【多様性】1987年、ロータリーは女性に入会の
門戸を開きました。それは、ロータリーにとっ
て記念すべき日でした。しかし、女性会員の数
が順調に増えているわけではありません。こ
れは、私たちが取り組むべき課題です。さらに、
ロータリーに若い会員を迎え入れ、現在のロー
ターアクター、インターアクター、ライラリア
ン、青少年交換学生、財団奨学生、GSEチーム
メンバーに、明日のロータリアンになっても
らえるよう努める必要があります。ロータリー
が生き残るには、時代の変化とともに自分た
ちも変わる努力をしなければなりません。例
会時間や例会場を変えたり、クラブの形態を
見直すなど、柔軟に適応する努力をすること
です。

【今年度RIテーマと地区方針】
Engage Rotary  Change Lives

「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」
ロータリーやロータリー財団のプログラムに
真剣に取り組めば、多くの人々を豊かにする
ことが出来ます。そしてそれよりも大切なこ
とは、もっと豊かになるのは、皆さん自身の人
生だということです。これはアーサー・シェ
ルドンのOne profits most who serves best 「最
も良く奉仕する者、最も多く報われる」という

標語から発した考えです。

『今年度地区方針』
私は今年度RIテーマを尊重しつつ、「ロータリ
アンが奉仕を実践した時にはロータリアン自
身の人生が豊かになる」というバートン氏の
メッセージを受ける形で、今年度当地区の方
針を決定致しました。
それは「感動の体験を!! 人々にも、自身にも」
　であります。
私は1人でも多くのロータリアンにRIやロータ
リー財団プログラムに参加をして頂きたい。
立案した計画が困難を伴っても是非とも、勇
気をもって敢行して頂きたい。これが私の思
いであります。“Participate”これは、日本人初
のRI会長を務められた東ヶ崎潔氏のRIのテー
マです。私はこの言葉を心に刻み、この言葉を
拝借して、地区方針に盛り込みたいと考えま
した。「参加し、敢行しよう!!」であります。ど
うかよろしくお願い申し上げます。
さて地区としては何にポイントを置いて活動
を進めて行くのか？これは５つあります。RI
戦略計画の3つの重点項目のうち、
「クラブのサポートと強化」に関わるものとして
　①会員の維持と増強です　
会員の維持のためには入会後年数の浅い会員に
出来る限りRIやロータリー財団のプログラムに
参加するように工夫をして頂きたいのです
「人道奉仕の重点化と増加」に関わるものとして
　②ポリオ撲滅への努力　
　③FVPによるプロジェクトの成功
　④東日本震災復興支援
「公共イメージと認知度の向上」に関わるものとして
　⑤広報活動です
この５項目に重点を置いて活動して頂きたい
と、強く念願しております。
【寄付のお願い】目標額　①年次基金150ドル
②ポリオ・プラス50ドル　③米山記念奨学会
3万円　④東日本震災復興支援1クラブ当たり
5万円以上
【地区大会】2014年2月21日(金) ～ 22日(土)　
大阪国際会議場、リーガ・ロイヤル・ホテル
　　　　　　記念講演「桜井よしこ氏」
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